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第1会場 京王プラザホテル 南館 5F エミネンス

特別企画1　日本乳癌検診学会・日本乳癌学会合同セッション　　SP1　　� 　9:00-10:30

-アジアと欧米の違い-　乳癌検診/診断の現状とリスク層別化乳癌検診への取り組み
� 座長：Hiroyuki�Abe（DepartmentofRadiology,TheUniversityofChicago）
� 植松　孝悦（静岡がんセンター　乳腺画像診断科）

SP1-1 Risk-Stratified�Breast�Cancer�Screening:�Personalized�Strategies�for�Improved�Mortality�Reduction
DepartmentofTranslationalMedicine,DiagnosticRadiology,LundUniversity ／

DepartmentofImagingandPhysiology,SkåneUniversityHospital Akane�Ohashi

SP1-2 乳房構成判定の各国比較と日本の乳がん検診の現状
第二川崎幸クリニック　乳腺外科／東京医科大学　乳腺科学分野 木村　芙英

SP1-3 Risk-Based�Screening�in�Asian�Women�Dense�Breasts
DepartmentofRadiology,SeoulNationalUniversityHospital Woo�Kyung�Moon

SP1-4 Overview�of�Breast�Cancer�Screening�Guidelines�and�Modalities�in�the�United�States:��
A�Comprehensive�Approach

DepartmentofRadiology,TheUniversityofChicago Hiroyuki�Abe

SP1-5 Towards�personalized�breast�cancer�screening�–�The�Swedish�perspective
DepartmentofTranslationalMedicine,DiagnosticRadiology,LundUniversity ／

DepartmentofImagingandPhysiology,SkåneUniversityHospital Sophia�Zackrisson

特別企画2　　SP2　　� 　10:50-12:20

正しい乳癌の医療情報を届けるための取り組み
� 座長：伏見　　淳（東京慈恵会医科大学　乳腺・甲状腺・内分泌外科）
� 井上　　祥（横浜市立大学共創イノベーションセンター／株式会社GENOVA）

SP2-1 インターネット情報探索とデジタルヘルスリテラシー
京都大学大学院医学研究科パブリックヘルス実装学講座 高橋　由光

SP2-2 YouTubeにおける�信頼できる医療�/�健康情報に関する取り組み
グーグル合同会社 片倉　陽子

SP2-3 「乳がんを皆で知り、やさしく支え合い、共に生きる」～ BC�TUBEの取り組み～
がん研究会有明病院　乳腺センター　乳腺外科 山下　奈真

SP2-4 ソーシャルメディアにおける医療情報をどのように評価するか:PRHISMを用いた検討
東京医科大学　乳腺科学分野 日馬　弘貴

特別企画3　　SP3　　� 　13:50-15:20

-アジアと欧米の違い-�人工物乳房再建：Pre-pectoral�か�Sub-pectoralか？
� 座長：小宮　貴子（東京医科大学　形成外科学分野）
� Shin-Cheh�Chen（DivisionofGeneralSurgery,ChangGungMemorialHospital）

SP3-1 日本と韓国、台湾、米国における人工物乳房再建の違い
富山大学学術研究部医学系　形成再建外科・美容外科／富山大学附属病院　乳がん先端治療・乳房再建センター 佐武　利彦

SP3-2 人工物乳房再建�-日本の現状と課題-
中頭病院　乳腺科／富山大学学術研究部医学系　形成再建外科・美容外科 葛城　遼平
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SP3-3 Current�Trends�in�Implant-Based�Reconstruction�in�Korea:�A�Focus�on�Prepectoral�Direct-to-Implant
DepartmentofPlasticandReconstructiveSurgery,SeveranceHospital,

YonseiUniversityCollegeofMedicine Dong�Won�Lee

SP3-4 Breast�Reconstruction�with�Implants�in�Taiwan:�An�Overview�and�Current�Status
ShinKongWuHo-SuMemorialHospital Fiona�Tsui-Fen�Cheng

SP3-5 Bioengineered�Concept�in�Prepectoral�Breast�Reconstruction
Plastic&ReconstructiveSurgery,LomaLindaUniversityMedicalCenter Allen�Gabriel

特別企画4　　SP4　　� 　16:30-18:00

どこまでガイドラインに従うべきか？
� 座長：三好　康雄（兵庫医科大学病院・乳腺・内分泌外科／箕面市立病院　乳腺センター）
� 徳永えり子（国立病院機構　九州がんセンター・乳腺科）

SP4-1 中間リスク群に対するPMRT（post�mastectomy�radiation�therapy）を考える
横浜市立大学附属病院　乳腺外科 山田　顕光

SP4-2 ER+/HER2-進行乳癌における治療ライン毎のアベマシクリブの全生存への影響
国立病院機構　九州がんセンター・乳腺科 徳永えり子

SP4-3 日本のリアルワールドデータからみえたパルボシクリブの有効性
杏林大学医学部乳腺外科学教室 関　　大仁

SP4-4 HR陽性HER2陰性進行乳癌に対するCDK4/6阻害薬併用/内分泌単剤療法のchemotherapy�free�survivalの検討
長崎大学大学院　移植・消化器外科 久芳さやか

SP4-5 Lowering�the�Bar�for�De-escalation:�Rethinking�Cancer�Treatment�Guidelines�After�the�SONIA�Trial
DivisionofMedicalOncology,NetherlandsCancerInstitute ／ UniversityofAmsterdam Gabe�Sonke

第2会場 京王プラザホテル 本館 5F コンコードA

シンポジウム1　　SY1　　� 　9:00-10:30

乳癌治療における経済毒性について考える
� 座長：平　　成人（川崎医科大学　乳腺甲状腺外科学）
� 中山　貴寛（大阪国際がんセンター　乳腺内分泌外科）

SY1-1 Efficient�use�of�expensive�drugs�in�oncology
DivisionofMedicalOncology,NetherlandsCancerInstitute ／ UniversityofAmsterdam Gabe�Sonke

SY1-2 日本のHR+/HER2-、N0乳癌の術後治療方針決定におけるオンコタイプDX乳がん再発スコア検査の費用対効果分析
浜松医科大学　外科学第一講座　乳腺外科学分野 小泉　　圭

SY1-3 医療費と通院回数からみた乳癌治療による経済的負担の評価と今後の課題
がん研究会有明病院　乳腺センター　乳腺外科 片岡　明美

SY1-4 自己負担割合の異なる年齢層における乳癌治療薬処方量の差異:NDBオープンデータを用いた悉皆的分析
東京大学大学院　乳腺内分泌外科学／東京大学大学院　臨床疫学・経済学 小西　孝明

SY1-5 高額療養費制度があるわが国で、乳癌患者における「経済毒性」から見えてきた現実
聖マリアンナ医科大学　乳腺・内分泌外科学 岩谷　胤生
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シンポジウム2　　SY2　　� 　10:40-12:20

遺伝性乳癌診療�Beyond�BRCA　-Next�step-
� 座長：杉江　知治（関西医科大学香里病院化学療法センター）
� 田辺　真彦（東京大学医学部附属病院・乳腺内分泌外科）

SY2-1 BRCA1/2以外の乳がん発症に及ぼす遺伝的要因について
理化学研究所　生命医科学研究センター　基盤技術開発研究チーム 桃沢　幸秀

SY2-2 遺伝医療に必要な法整備，現状と課題
早稲田大学　社会科学部 横野　　恵

SY2-3 乳がん検診の未来像となるか?�～リスク層別化検診の現状と展望～
聖路加国際病院乳腺外科・遺伝診療センター 喜多久美子

SY2-4 米国での遺伝医療
ハワイ大学外科 山内　英子

SY2-5 多遺伝子パネル検査（multigene�panel�testing:�MGPT）の臨床実装に向けた現状と課題
岡山大学学術研究院医歯薬学域　臨床遺伝子医療学分野 平沢　　晃

ワークショップ1　　WS1　　� 　13:50-15:30

がんゲノム医療の現状と課題
� 座長：久保　　真（九州大学病院・乳腺外科）
� 多田　　寛（東北大学大学院医学系研究科　外科病態学講座　乳腺・内分泌外科学分野）

WS1-1 乳がんにおける微小残存病変
国立がん研究センター東病院　総合内科 内藤　陽一

WS1-2 乳癌におけるがんゲノム検査の現在地�～保険収載された検査の “使いどころ” を徹底整理～
東京科学大学病院・がんゲノム診療科 池田　貞勝

WS1-3 転移再発乳がん患者における遺伝子パネル検査の意義と診療連携における課題
がん研究会有明病院　ゲノム診療部／がん研究会有明病院　乳腺内科 深田　一平

WS1-4 “Incidental”�/�“Secondary” から “Germline�findings” へ
埼玉県立がんセンター　遺伝科 吉田　玲子

日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会・日本乳癌学会合同セッション　　JS1　　�　15:35-16:25

令和の時代に考える！皮弁は薄い派？厚い派？
� 座長：久保　　真（九州大学病院・乳腺外科）
� 増田　紘子（がん・感染症センター都立駒込病院　外科（乳腺））

JS1-1 皮弁は薄くすべき派
がん研有明病院乳腺センター乳腺外科 中平　　詩

JS1-2 皮弁は薄くすべき派
東京科学大学大学院　医歯学総合研究科　総合外科学分野　乳腺外科 有賀　智之

JS1-3 皮弁は厚くすべき派
さくらい乳腺外科クリニック 櫻井　照久

JS1-4 皮弁は厚くすべき派
杏林大学医学部乳腺外科学教室 関　　大仁
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パネルディスカッション1　　PD1　　� 　16:30-18:00

乳房温存療法を再考する
� 座長：木下　貴之（国立病院機構東京医療センター　乳腺外科）
� 中山　貴寛（大阪国際がんセンター）

PD1-1 Oncoplastic�surgeonという道を夢みて
中頭病院　乳腺科 座波　久光

PD1-2 OPBCSの観点から乳房温存療法を再考する
千葉大学大学院医学研究院　臓器制御外科学 藤本　浩司

PD1-3 ラジオ波焼灼療法�vs�乳房温存療法�:�あなたならどうする?
国立がん研究センター中央病院　乳腺外科 髙山　　伸

PD1-4 BRCA陽性乳癌患者における乳房温存療法の課題とシェアードディシジョンメイキング
聖路加国際病院　乳腺外科 吉田　　敦

PD1-5 乳房部分切除のこれまでとこれから
岡山大学病院　乳腺・内分泌外科 枝園　忠彦

第3会場 京王プラザホテル 本館 5F コンコードB

日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会・日本乳癌学会合同シンポジウム　　JSY1　　�　9:00-11:00

放射線治療がオンコプラスティックサージャリーと予後に与える影響
� 座長：森　　弘樹（東京科学大学　形成・再建外科学）
� 扇田　真美（東京大学医学部附属病院　放射線科）

JSY1-1 放射線治療が自家組織による一次一期再建後の乳房に与える影響
富山大学学術研究部医学系　形成再建外科・美容外科／富山大学附属病院　乳がん先端治療・乳房再建センター 佐武　利彦

JSY1-2 オンコプラスティックサージャリー後の放射線治療:安全性と治療成績に関する多施設共同観察研究
三重大学医学部附属病院　乳腺センター 山門　玲菜

JSY1-3 乳房再建術後乳癌患者に対するPMRTの有効性・安全性・HR-QOLに関する多機関共同研究（Reborn-02,�03）
滋賀県立総合病院　乳腺外科 辻　和香子

JSY1-4 一次乳房再建術後の局所再発と放射線治療について－乳癌学会班研究「乳房再建の安全性と予後に関する研究」
日本赤十字社医療センター・乳腺外科／がん研究会有明病院　乳腺外科 荻谷　朗子

JSY1-5 放射線療法がオンコプラスティックサージャリーに与える影響�～放射線腫瘍医の立場から～
滋賀県立総合病院　放射線治療科 山内智香子

JSY1-6 再建乳房における照射後の経時的な画像変化
東京医科大学　放射線医学分野 糸永　知広

委員会企画　教育・研修委員会　　　　� 　11:20-12:20

教育・研修委員会活動について
� 座長：遠山　竜也（名古屋市立大学大学院　医学研究科　乳腺外科学分野）
� 石黒　　洋（埼玉医科大学　国際医療センター・乳腺腫瘍科）

教育・研修委員会の新たな組織と活動
滋賀県立総合病院　放射線治療科 山内智香子
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教育セミナー運営小委員会の活動について
国立病院機構名古屋医療センター　ブレストセンター・乳腺外科 澤木　正孝

市民啓発小委員会活動について
岡山大学病院　乳腺・内分泌外科 枝園　忠彦

教育ツール作成小委員会活動報告
筑波大学　医学医療系　乳腺内分泌外科 坂東　裕子

乳腺腫瘍学　第5版改訂について
埼玉医科大学　国際医療センター・乳腺腫瘍科 石黒　　洋

教育セミナー1（診断編）　　EDS1　　� 　14:25-15:25

手術に向けた術前化学療法中・後の画像診断と病理
� 司会：澤木　正孝（独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター　ブレストセンター・乳腺外科）

EDS1-1 適切な手術範囲決定のための術前化学療法後の画像診断
講師：静岡がんセンター乳腺画像診断科 中島　一彰

EDS1-2 手術に向けた術前化学療法後の病理�-治療効果判定について-
講師：三重大学医学部附属病院がん支援センター /病理診断科 小塚　祐司

教育セミナー2（治療編）　　EDS2　　� 　15:35-16:35

術前化学療法後の標準的薬物治療アップデート
� 司会：山神　和彦（神鋼記念病院）

EDS2-1 術前化学療法後の標準的薬物治療アップデート　～ HER2陽性編～
講師：大阪大学大学院医学系研究科　乳腺・内分泌外科学 吉波　哲大

EDS2-2 HER2陰性乳癌の術前化学療法後の治療戦略におけるレスポンスガイドアプローチの進化と今後の展望
講師：国立がん研究センター中央病院　腫瘍内科 下井　辰徳

委員会企画　選挙委員会　　　　� 　17:00-17:50

選挙制度の現状と他学会の動向
� 座長：林田　　哲（慶應義塾大学医学部　一般・消化器外科）
� 久保　　真（九州大学病院・乳腺外科）

北海道大学病院乳腺外科 高橋　將人
長崎大学大学院　移植・消化器外科学／日本消化器外科学会　前評議員選出委員長 江口　　晋

日本乳癌学会では、評議員選出制度のさらなる透明性・公正性を確保し、多様な人材が適切に参画できる体制の整備に向けて、今後の制度のあり方を
多角的に検討しています。その一環として、他学会における選出制度の運用実態を学ぶことは、制度設計における重要な参考になります。
本企画では、日本消化器外科学会において導入されている業績評価に基づく評議員選出制度について、その制度設計や評価項目の設定、実際の運用、
得られた成果や課題について、第一線で取り組まれている江口晋教授にご講演をいただきます。
本委員会企画は、他学会の先行事例の一つとして、制度の設計・改訂を検討する際の参考材料とすることを目的としています。会員の皆様におかれま
しては、本企画を通じて多様な視点からご意見をお寄せいただき、今後の選挙制度のあり方について、建設的な議論が深まることを期待しております。

１
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第4会場 京王プラザホテル 本館 5F コンコードC

シンポジウム3　　SY3　　� 　9:00-10:30

乳癌診療に基礎研究をどう活かしていくか
� 座長：田辺　真彦（東京大学医学部附属病院　乳腺内分泌外科）
� 堀本　義哉（東京医科大学　乳腺科学分野）

SY3-1 基礎研究から臨床応用へ:免疫チェックポイント阻害剤治療効果予測バイオマーカーの開発
信州大学医学部附属病院　乳腺・内分泌外科 大場　崇旦

SY3-2 乳癌におけるアンドロゲンレセプターシグナルによる免疫制御機構の解明とその臨床応用
東海大学　医学部　外科学系　乳腺・腫瘍科学 花村　　徹

SY3-3 循環型研究で迫るCDK4/6阻害薬耐性の克服�-TP53変異への治療戦略-
公益財団法人がん研究会　NEXT-Gankenプログラムがん細胞社会成因解明プロジェクト 工藤　　麗

SY3-4 How�to�apply�basic�research�to�breast�cancer�treatment?
DepartmentsofMedicalOncologyandMolecularPathology,NetherlandsCancerInstitute ／

DepartmentofPathology,UniversityMedicalCenterUtrecht Sabine�Linn

SY3-5 エクソソームを用いた乳がんのリキッドバイオプシー
東京医科大学　医学総合研究所　未来医療研究センター　分子細胞治療研究部門 落谷　孝広

シンポジウム4　　SY4　　� 　10:50-12:20

ゲノミクスを用いた乳癌研究の最前線
� 座長：丸山　玲緒（がん研究会・がん研究所・がんエピゲノム研究部）
� 高田　　護（千葉大学・臓器制御外科学）

SY4-1 副作用のない「ペプチド創薬」を目指す～新たな概念に基づいたがん創薬～
医薬基盤健康・栄養研究所　医薬基盤研究所 片桐　豊雅

SY4-2 ゲノムファーストアプローチによる乳癌リスク評価の試み
株式会社ゲノムクリニック／柏の葉ゲノムクリニック／千葉大学医学部附属病院検査部・臨床検査科 曽根原弘樹

SY4-3 説明可能深層学習と空間的遺伝子発現を融合した薬剤の新規創薬標的の同定
岡山大学病院・腫瘍センター 谷岡　真樹

SY4-4 空間トランスクリプトーム解析を用いた乳腺化生癌の遺伝子発現プロファイリング
がん研究会　有明病院　病理部／がん研究会　がん研究所　病理部 秋谷　昌史

SY4-5 血管性癌関連線維芽細胞の増加によるトリプルネガティブ乳癌の免疫チェックポイント阻害薬耐性への寄与
東京医科大学　乳腺科学分野 呉　　蓉穃
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JBCS-KBCS-TBCS Joint Session　　JKTJS　　� 　13:50-14:50

Young�Doctors�Debate
� Moderator：Fumikata�Hara（AichiCancerCenter）
� Kyung�Hun�Lee（SeoulNationalUniversityHospital）
� Chiun-Sheng�Huang（NationalTaiwanUniversityHospital）
� Debater�（TEAM�A）：Masafumi�Iida（TohokuUniversityHospital）
� Debater�（TEAM�B）：Yumiko�Koi（KyushuCancerCenter）
� Debater�（TEAM�A）：Eun�Young�Kim（SungkyunkwanUniversitySchoolofMedicine）
� Debater�（TEAM�B）：Soong�June�Bae（GangnamSeveranceHospital）
� Debater�（TEAM�A）：Chih-Hao�Huang（ChinaMedicalUniversityHospital）
� Debater�（TEAM�B）：Yen-Jen�Chen（TaipeiVeteransGeneralHospital）

Local�therapy

Is�sentinel�lymph�node�biopsy�necessary�in�premenopausal�HR+HER2-�cT1cN0�breast�cancer?�
TEAM�A:�Necessary�
TEAM�B:�Unnecessary

Systemic�therapy

For�premenopausal�HR+HER2-�pN+（1–3）�breast�cancer,�should�chemotherapy�or�ET+LHRHa�be�
chosen?�
TEAM�A:�Chemotherapy�
TEAM�B:�Endocrine�therapy+OFS

メディカルスタッフセッション1　　MSS1　　� 　15:50-17:50

看護師と薬剤師の出したエビデンスを実臨床にどう活かしていくのか？
� 座長：渡邊　知映（昭和医科大学保健医療学部）
� 岩井　　大（医療法人徳洲会　東京西徳洲会病院・薬剤部）

MSS1-1 薬剤師との協働によるアウトカムと臨床業務の更なる推進
名古屋大学医学部附属病院　薬剤部 池末　裕明

MSS1-2 制吐療法のエビデンスを実臨床で活かす～薬剤師主導の研究とそのインパクト～
岐阜大学医学部附属病院　薬剤部 飯原　大稔

MSS1-3 進行がん患者が病気の情報を未成年の子どもに伝えることに関する意思決定過程
神戸大学医学部附属病院　看護部 今西　優子

MSS1-4 看護論文を臨床に活用するヒント
大阪暁明館病院　看護部 井関　千裕

１
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第5会場 京王プラザホテル 南館 4F 扇

委員会企画　医療DX-AI委員会　　　　� 　9:00-10:30

乳癌診療と人工知能（AI）:　知っておきたい３つの視点
� 座長：片岡　正子（京都大学大学院医学研究科　放射線医学講座（画像診断学・核医学）放射線診断科）
� 井上　謙一（湘南記念病院）

法的側面から見た医療AIの課題
STORIA法律事務所 柿沼　太一

企業から見た医療AIの可能性
株式会社SmartOpinion 山並　憲司

臨床から見た医療AIへの期待
国際医療福祉大学医学部乳腺外科学／群馬大学医学部総合外科学 黒住　　献

医療DX-AI委員会は、乳癌診療の診断・治療における医療DXおよび人工知能（AI）を用いた研究や開発、その活用・臨床・検診における適正使用を
支援促進すべく、関連情報の収集・検索・共有、基盤整備、そのための調査・指針・提言などを行うことを目的としている。委員会としては半年の活
動であるが、昨今の当該分野の発展及び医療への影響は日進月歩であり、委員会としての取り組みを通じて様々な課題も明らかになってきた。本企画
では法的側面、企業、臨床の３つの立場の演者を招き医療AIに関して専門の立場からの情報や意見をいただき、乳癌診療とのかかわりの中での医療
DX-AIの可能性や課題について、その中で乳癌学会の果たすべき役割について、会員の皆様と共に議論を共有したい。

委員会企画　リキッドバイオプシーワーキンググループ　　　　� 　11:00-12:00

乳がんのリキッドバイオプシーの最新情報の共有
� 座長：上野　貴之（がん研究会有明病院　乳腺センター）
� 多田　　寛（東北大学大学院医学系研究科　外科病態学講座　乳腺・内分泌外科学分野）

検診について発表
国立健康危機管理研究機構　国立国際医療センター 下村　昭彦

乳癌におけるMRD
国立がん研究センター東病院　総合内科 内藤　陽一

転移再発�CGPについて発表
東北大学大学院医学系研究科　外科病態学講座　乳腺・内分泌外科学分野 多田　　寛

近年、リキッドバイオプシーは乳癌の検診から診断、再発モニタリングおよび治療選択や治療効果判定に至るまで、低侵襲的かつ動的評価を可能とす
る革新的手法として注目されています。この技術は、ctDNAや循環miRNAなどのバイオマーカーを評価し、低侵襲で包括的なゲノムプロファイルを
提供してくれることで、乳がんの早期発見や転帰を向上させる可能性が期待されています。
この委員会企画では、乳がんにおけるリキッドバイオプシーの検診・微小残存病変による術後モニタリング・転移再発での活用についての最新の情報と、
各フェーズでの今後の展望について会員の皆様に提供いたします。是非御参加ください。

シンポジウム5　　SY5　　� 　13:50-15:20

オリゴ転移に対する局所療法
� 座長：新倉　直樹（東海大学　医学部　乳腺・腫瘍科学）
� 吉村　通央（京都大学　放射線腫瘍学・画像応用治療学）

SY5-1 エビデンスと臨床の狭間で:オリゴ転移に対する放射線治療の実践と課題
広島大学大学院　放射線腫瘍学 西淵いくの

SY5-2 乳癌オリゴ転移に対する局所療法
慶應義塾大学・放射線科学教室（治療） 佐貫　直子

１
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SY5-3 乳癌オリゴ転移への挑戦:JCOG2110（OLIGAMI試験）とその展望
東京科学大学病院　乳腺外科 石場　俊之

SY5-4 治癒に近い状態となった転移性乳癌症例から考えるオリゴ転移への局所治療�BSTRO�Cure-MBC�study
岡山大学病院　乳腺・内分泌外科 前田　礼奈

SY5-5 頭蓋内に限局した乳癌オリゴ転移に対するガンマナイフ治療の治療成績と予後予測因子の検証
千葉県循環器病センター　ガンマナイフ治療部 青柳　京子

第6会場 京王プラザホテル 南館 4F 錦

委員会企画　臨床研究推進小委員会　　　　� 　9:00-10:30

日本を臨床研究の後進国にしたくない！　～日本の底力を考える～
� 座長：山下　年成（神奈川県立がんセンター・乳腺外科）
� 木川雄一郎（関西医科大学総合医療センター　乳腺外科）
� ディスカッサント：酒井　　瞳（昭和医科大学）
� 小野麻紀子（がん研究会有明病院　総合腫瘍科・先端医療開発科）
� 久芳さやか（長崎大学病院　乳腺内分泌外科）
� 吉波　哲大（大阪大学大学院医学系研究科　乳腺・内分泌外科学）

委員会 - 臨床研究推進 -1 次世代の臨床試験のリーダーを目指す医師へ
昭和医科大学 酒井　　瞳

委員会 - 臨床研究推進 -2 Unmet�needs�の発見から研究開始までのアドバイス
がん研有明病院　総合腫瘍科・先端医療開発科 小野麻紀子

委員会 - 臨床研究推進 -3 AMED研究費の獲得までと出口戦略についての奮闘
長崎大学病院　乳腺内分泌外科 久芳さやか

委員会 - 臨床研究推進 -4 登録促進のための施設間連携の取り組み
大阪大学大学院医学系研究科　乳腺・内分泌外科学 吉波　哲大

医学研究は福利厚生を向上し、国民の生活を豊かにするために必要不可欠な活動である。臨床研究を取り巻く環境は時代と共に変化し、ガイドライン
や規制・法律に従った研究計画や施行が求められるようになった。このため研究の運用は時に複雑で困難な手続きを要し、研究者や関係者の負担となっ
ている。この様な状況の中で、乳癌に関する臨床試験数の増加や質の改善、また、登録の促進を目指して、国内を代表する臨床試験グループの責任医
師らによる講演、質疑応答、パネルディスカッションを計画した。本シンポジウムでは実在する臨床試験の計画や運用に求められたプロセスや手順な
どについて解説を行い、臨床研究の実施に求められる体制構築や人材育成について議論を行う。

委員会企画　登録・データサイエンス委員会　　　　� 　11:20-12:20

NCD乳癌登録を利用した研究：研究の中間報告
� 座長：平　　成人（川崎医科大学　乳腺甲状腺外科学）
� 新倉　直樹（東海大学　医学部　乳腺・腫瘍科学）

術前化学療法を施行したHER2陽性乳癌における、Pathological�Complete�Response（pCR）症例の再発リスク因
子と遠隔転移部位の研究

東海大学医学部医学科外科学系乳腺・腫瘍科学系 寺尾まやこ

浸潤径1cm以下かつリンパ節転移陰性トリプルネガティブ乳癌に対する術後化学療法の有用性の検討
川崎医科大学　乳腺甲状腺外科学 小池　良和

本邦における乳房Paget病の手術・薬物療法と予後に関する検討
東京科学大学病院　乳腺外科 丸谷早紀子
東京科学大学病院　乳腺外科 石場　俊之
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閉経前後のER陽性HER2陰性乳癌に対する化学療法の有効性の比較
横浜市立大学附属市民総合医療センター・乳腺・甲状腺外科 成井　一隆

女性乳がん患者の生存率における社会経済指標による格差とその分析
大阪医科薬科大学　乳腺・内分泌外科 坂根　純奈

厳選口演1　　EXO1　　� 　13:50-14:50

遺伝子パネル検査/リキッドバイオプシー
� 座長：松本　広志（埼玉県立がんセンター）
� 原田　成美（東北大学大学院医学系研究科　乳腺・内分泌外科）

EXO1-1 C-CAT3776例の解析による乳癌ゲノム医療の現状：薬剤到達率のエビデンスレベル毎の解析
京都府立医科大学大学院医学研究科　内分泌・乳腺外科学 森田　　翠

EXO1-2 多施設共同研究から見えるがん遺伝子パネル検査による二次的所見への対応の現状と課題
東京大学大学院医学系研究科　乳腺内分泌外科学 佐藤　綾花

EXO1-3 日本人女性の乳癌発症に関するPRSの構築と検証
東北大学大学院　医学系研究科　乳腺・内分泌外科学分野／

東北大学　東北メディカル・メガバンク機構　ゲノム解析部門 濱中　洋平

EXO1-4 ctDNAと転移組織の遺伝子パネル検査の比較と、治療経過によるゲノム変化の解析
京都大学医学部附属病院　乳腺外科 山口　あい

EXO1-5 尿中miRNAを用いた乳癌診断の非侵襲的バイオマーカー開発とその臨床応用への展望
がん研究会有明病院　乳腺センター　乳腺外科 井上　有香

厳選口演2　　EXO2　　� 　15:05-16:05

病理診断
� 座長：本間　尚子（東邦大学　医学部　病院病理学講座）
� 有馬　信之（くまもと乳腺外科病院）

EXO2-1 被包型乳頭癌の術前超音波検査及び病理組織所見の特徴に関する検討
東京医科大学　乳腺科学分野 上中奈津希

EXO2-2 Click-to-sense法を用いた、迅速で高精度な乳腺穿刺吸引細胞診の診断
大阪大学大学院医学系研究科乳腺内分泌外科 北原　友梨

EXO2-3 ベンタナHER2�（4B5）とDAKO�HercepTestのスコア不一致に関わる臨床病理学的因子の検討
国立がん研究センター中央病院　腫瘍内科 山口　祐平

EXO2-4 2つの評価法による腫瘍浸潤リンパ球の臨床的有用性と臨床データの機械学習による腫瘍浸潤リンパ球の予測
兵庫医科大学病院　病理診断科 石川　恵理

EXO2-5 イメージング質量分析による乳癌組織内のタモキシフェン分布の可視化と感受性評価
京都府立医科大学大学院　医学研究科　内分泌・乳腺外科学 加藤　千翔

厳選口演3　　EXO3　　� 　16:20-17:44

バイオマーカー
� 座長：服部　正也（愛知県がんセンター）
� 北川　　大（国立国際医療センター）

EXO3-1 Can�MammaPrint�and�BluePrint�results�predict�early�recurrence�in�HR+/HER2-�BC�（WJOG16722B）?
国立がん研究センター東病院　乳腺外科 綿貫瑠璃奈

１
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EXO3-2 網羅的Copy�Number解析を用いた乳癌悪性度予測法の開発
京都府立医科大学　乳腺・内分泌外科 松井　知世

EXO3-3 BRCA1/2�Reversion�Mutations�in�Japanese�Patients�with�MBC�Progressing�on�Olaparib:��
OLIVE,�WJOG15321B

昭和医科大学　先端がん治療研究所 酒井　　瞳

EXO3-4 腫瘍浸潤リンパ球と病理学的完全奏功の組み合せは術前化学療法を施行した乳癌手術症例の予後予測因子である
兵庫医科大学　乳腺内分泌外科 金岡　　遥

EXO3-5 ER中等度発現乳癌における腫瘍内不均一性の意義
名古屋大学医学部附属病院　乳腺内分泌外科 秋田由美子

EXO3-6 HER2陽性乳癌における腫瘍内不均一性の予後予測と治療抵抗性
大阪大学医学部附属病院 波多野高明

EXO3-7 進行乳がん患者の全身症状と背景病態の層別化：新たなリバーストランスレーショナルリサーチへの挑戦
がん研有明病院　乳腺センター／がん研究所　がんエピゲノム研究部／がん研有明病院　乳腺外科 佐伯　澄人

第7会場 京王プラザホテル 南館 3F グレースルーム

委員会企画　専門医制度委員会　　　　� 　9:00-9:50

日本乳癌学会新専門医制度の現状と問題点
� 座長：高橋　將人（北海道大学病院乳腺外科）

乳腺外科専門医制度の現状と課題
北海道大学病院乳腺外科 高橋　將人

国立病院機構　九州がんセンター・乳腺科 徳永えり子

新たに開始された認定医制度
国立病院機構　九州がんセンター・乳腺科 徳永えり子

日本外科学会と他の外科サブスペシャルティとの連携
北海道大学病院乳腺外科 高橋　將人

専門医制度の標準化を目的に日本専門医機構が設立され、各学会が独自に認定してきた専門医制度は横断的に統一されつつある。日本乳癌学会も機構
の基準に沿った「乳腺外科専門医研修カリキュラム」を2022年に開始した。この制度では、基幹・連携施設での研修、症例経験、学術業績に加え、指
導医数や手術数で研修可能な専攻医の数が規定され、研修修了時の責任者署名などが定められている。2025年には本制度で初めての受験者が出るため、
その概要と留意点を改めて周知する必要がある。また、これまでの認定医制度は専門医取得の前段階的資格であり、専門医取得は認定医の更新が行わ
れていない場合も多い。これに対し、日本乳癌学会は2024年より新たに乳腺診療の質を保証する認定医制度を導入した。この新認定医は認定医として
新規申請、更新が可能なだけでなく、専門医更新や新規取得の際に取得可能としている。専門医維持が仮に困難な場合でも、新認定医の条件を満たせ
ば認定医としては認められるため、乳腺医療の質が保証されることになり会員にとってメリットも大きいと考える。本委員会企画では、これらの新制
度について解説し、参加者との質疑応答を通して、会員の理解を得ることを目的としている。

委員会企画　チーム医療推進委員会　　　　� 　10:05-11:05

乳がんチーム医療のこれから
� 座長：阿部　恭子（東京医療保健大学　千葉看護学部）
� 渡邊　知映（昭和医科大学保健医療学部）

乳がんチーム医療看護師制度　スタンダードレベル研修（報告）
大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 山本　瀬奈
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乳がんチーム医療の在り方について（座談会）
国立病院機構　九州がんセンター　乳腺科 徳永えり子

秋田大学医学部附属病院　乳腺・内分泌外科 寺田かおり
広島市立北部医療センター安佐市民病院　乳腺外科 恵美　純子

社会医療法人敬愛会　中頭病院　薬剤部 山本　紗織
独立行政法人　労働者健康安全機構　横浜労災病院　看護部 大椛　裕美

静岡県立静岡がんセンター　認定看護師教育課程 正木　　純

　日本乳癌学会では、2024年に「日本乳癌学会乳がんチーム医療看護師制度」を制定した。この制度は、乳がん看護に関心をもつ看護師の乳がん治療
および看護における知識と技能を高め、乳がんチーム医療の向上を図ることにより、乳がん医療の向上に貢献することを目的としている。日本乳癌学
会チーム医療推進委員会の乳がんチーム医療看護師制度WGが中心となり、研修の企画・実施を行っている。
　研修の第一弾として、2025年7月1日から9月30日まで、スタンダードレベル研修を開講している。この研修はe-learningで、看護師のみならずメディ
カルスタッフの誰もが受講可能であり、乳がんの検査・診断・治療の知識の向上が期待されている。次年度以降は、アドバンストレベル研修の企画と「乳
がんチーム医療看護師」の認定に向けて準備を進めていく。
　本企画では、まず、スタンダードレベル研修の概要や受講者の状況を報告する。そして、高度化する乳癌医療において、医師・看護師を含むメディ
カルスタッフや他の医療職から成る乳がんチーム医療の今後の在り方について意見を交わしていく。　

MOU締結記念セッション1　　　　� 　11:20-11:50
� 座長：井本　　滋（杏林大学医学部乳腺外科学教室）

MOU1 Relationship�of�KBCS�（Korean�Breast�Cancer�Society）�and�GBCC�（Global�Breast�Cancer�Conference）
SamsungMedicalCenter ／ SungkyunkwanUniversitySchoolofMedicine Jeong�Eon�Lee

MOU締結記念セッション2　　　　� 　11:50-12:20
� 座長：大野　真司（博愛会　相良病院）

MOU2 Highlights�and�International�Development�of�the�Taiwan�Breast�Cancer�Society�（1997-2025）
KaohsiungMedicalUniversityChung-HoMemorialHospital Ming-Feng�Hou

委員会企画　規約委員会　　　　� 　13:50-15:20

第19版取扱い規約の改訂点～臨床編・病理編～
� 座長：川端　英孝（虎の門病院・乳腺内分泌外科）
� 二村　　学（岐阜大学医学部附属病院　乳腺外科）

第19版の概要
長崎大学病院　乳腺センター／病理診断科・病理部 山口　　倫

病期分類
三重大学医学部附属病院がん支援センター／病理診断科 小塚　祐司

臨床編
静岡県立静岡がんセンター乳腺外科 高橋かおる

組織型分類の新たな枠組み
東京女子医科大学附属足立医療センター病理診断科 黒田　　一

第19版取扱い規約の改訂点～バイオマーカー～
関西医科大学香里病院化学療法センター 杉江　知治

病理標本の取扱いと記載法
東京慈恵会医科大学　病理学講座・病院病理部 坂谷　貴司

乳癌取扱い規約第19版が発刊されました。実に7年ぶりの改訂となります。今回の改訂では、日本の乳腺診療診断におけるグローバル化をテーマに掲げ、
世界の潮流の中で、できる限り世界標準に準じることを目指しました。
本企画では、第19版の臨床編および病理編における改訂点について概説いたします。また、本総会においては、病理編に関する改訂点がシンポジウム
でも取り上げられる予定です。
是非、いずれのセッションにもご参加いただき、新規約を相補的にご理解いただくとともに、忌憚のないご意見を賜れましたら幸甚に存じます。
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Invited Lecture1　　IL1　　� 　16:35-17:25
� 座長：河野　範男（大阪済生会中津病院　乳腺外科）

IL1 Treatment�and�Prevention�of�Bone�Metastasis
DepartmentofOncologyandMetabolism,UniversityofSheffield Robert�Coleman

第8会場 京王プラザホテル 本館 42F 高尾

委員会企画　将来検討委員会　若手の教育・研修に関する検討WG　　　　� 　13:50-15:20

MIRAY1の活動報告�
Succeeding�process：他学会若手医師グループに学ぶその意義と目指すもの
� 座長：山内智香子（滋賀県立総合病院　放射線治療科）
� 増田　紘子（がん・感染症センター都立駒込病院　乳腺外科）
� ディスカッサント：立花和之進（福島県立医科大学　乳腺外科学講座）
� コメンテーター：石田　孝宜（東北大学大学院医学系研究科　乳腺・内分泌外科学分野）

MIRAY1活動報告
愛媛大学医学部附属病院 村上　朱里

サマーセミナー参加報告
徳島大学　胸部・内分泌・腫瘍外科 阿部　祐也

産婦人科未来委員会のこれまでの活動と成果
鳥取大学医学部附属病院　女性診療科群 小松　宏彰

集中治療医学会　若手部会　U-35の活動
秋田大学大学院医学系研究科　救急・集中治療医学講座 佐藤　佳澄

若手医師の学会参画とネットワーク形成は、将来の専門医育成と学会の持続的発展に不可欠です。本セッションでは、日本乳癌学会において約2年前に
発足した若手医師グループ「MIRAY1」の活動報告に加え、サマーセミナー参加報告を通じて、これまでの取り組みと今後の方向性を共有します。また、
産婦人科・集中治療領域において若手支援の枠組みを構築してきた他学会の先生方をお招きし、グループ設立の経緯、活動体制や財政面の工夫、若手
の主体的関与を促すための工夫などについて具体的にご紹介いただきます。ディスカッションでは、各領域での知見をもとに、活動の意義や評価、今
後の展望について多角的に意見交換を行い、乳癌学会における若手の教育・研修体制のあり方について実践的な示唆を得ることを目的とします。

委員会企画　国際委員会　　　　� 　15:45-17:15

国際学会報告（SABCS2024，GBCC2024）
� 座長：原　　文堅（愛知県がんセンター）
� 上野　貴之（がん研有明　病院乳腺センター）

1.�SABCS2024�Travel�Grant表彰式

2.�SABCS2024�Travel�Grant報告

DREAM�complex�assembly�and�stable�cell�cycle�control�underlies�long-term�clinical�response�to�
CDK4/6�inhibition

公益財団法人がん研究会　NEXT-Gankenプログラムがん細胞社会成因解明プロジェクト 工藤　　麗

Identification�of�Urinary�microRNA�as�Potential�Biomarkers�in�Breast�Cancer�Patients
がん研究会有明病院　乳腺センター乳腺外科 井上　有香

Clinicopathogenomic�analysis�of�Japanese�metastatic�breast�invasive�lobular�carcinoma
東北大学病院　乳腺外科 蒔田　真基
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Cardiovascular�and�Non-cardiovascular�Risks�among�Female�Breast�Cancer�Survivors�in�Japan:�A�
Matched�Cohort�Study　

筑波大学医学学位プログラム・医学医療系 河村千登星

国際委員会　今後の活動について
愛知県がんセンター 原　　文堅

サンアントニオ乳癌シンポジウムは基礎研究から予防、診断、治療まで幅広い重要な知見が報告される国際的な学会であり、世界中から多くの乳癌専
門家が参加し、活発な議論が行われる。乳癌を専門とする若手医師が自らの研究成果を発表し、著名な専門家と直接交流することは極めて有意義である。
乳癌学会国際委員会では毎年、若手医師が国際舞台で活躍することを促進するための援助を実施しており、今回も公募により4名の若手医師に対し支援
を行った。本企画ではこれらの医師による研究報告を行うとともに、国際委員会として今後取り組むべき活動について発表・議論する。

第10会場 工学院大学 新宿キャンパス 3F アーバンテックホール

シンポジウム6　　SY6　　� 　9:00-10:30

乳癌領域におけるプロペンシティスコアの活用と最新の話題
� 座長：森田　智視（京都大学大学院医学研究科医学統計生物情報学）
� 田栗　正隆（東京医科大学　医療データサイエンス分野）

SY6-1 プロペンシティスコア解析法の紹介
東京医科大学　医療データサイエンス分野 田栗　正隆

SY6-2 乳癌領域におけるプロペンシティスコアの活用事例
聖路加国際病院　乳腺外科 吉田　　敦

SY6-3 Charlson�Comorbidity�Indexが乳癌患者の予後に与える影響～ PSM法を用いた解析～
鹿児島大学　乳腺甲状腺外科 新田　吉陽

SY6-4 乳癌乳房全切除術におけるエネルギーデバイスを用いた乳腺脂肪組織・大胸筋間剥離追加についての観察研究
札幌医科大学　消化器・総合、乳腺・内分泌外科 島　　宏彰

シンポジウム7　　SY7　　� 　10:40-12:10

乳癌領域における免疫療法の進歩（ICI、ICI+ADC、TIL療法、RNAワクチン＋ICI）
� 座長：Virginia�Kaklamani（UTHealthSanAntonio,MDAndersonCancerCenter）
� 渡邉純一郎（順天堂大学大学院医学研究科乳腺腫瘍学）

SY7-1 臨床医の視点から考える乳癌の免疫微小環境と治療戦略
三重大学医学部附属病院　乳腺センター 河口　浩介

SY7-2 トリプルネガティブ乳癌（TNBC）におけるTILsやPD-L1のAI解析の有用性
独立行政法人　国立病院機構　北海道がんセンター　乳腺科 富岡　伸元

SY7-3 乳癌領域における新規免疫療法の開発と今後の展望
東北大学大学院医学系研究科　乳腺・内分泌外科 宮下　　穣

SY7-4 乳癌における複合がん免疫療法の開発状況
がん研究会有明病院　先端医療開発科 北野　滋久
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シンポジウム8　　SY8　　� 　13:50-15:20

本邦で開発中の新規ADC製剤について
� 座長：Naoto�Ueno（UniversityofHawaiʻiCancerCenter）
� Javier�Cortés（InternationalBreastCancerCenter（IBCC）／ IOBMadrid）

SY8-1 Development�of�HER2�ADCs
InternationalBreastCancerCenter（IBCC）／ IOBMadrid Javier�Cortés

SY8-2 乳がん治療におけるTROP2-ADCのこれまでとこれから
近畿大学　医学部　内科学部門　腫瘍内科 岩朝　　勤

SY8-3 乳がん領域で期待される新規ADCの開発
がん研究会有明病院　先端医療開発科 古川　孝広

SY8-4 乳癌における新規抗体薬物複合体の最適な有害事象管理
国立がん研究センター中央病院　腫瘍内科 下井　辰徳

シンポジウム9　　SY9　　� 　15:50-17:20

AI,�ChatGPTやSNSを用いた乳癌診療の効率化
� 座長：小西　孝明（東京大学大学院　乳腺内分泌外科学）
� 二村　　学（岐阜大学医学部附属病院　乳腺科）

SY9-1 SNSを用いた強力かつ効率的な情報整理はがん専門医にとって極めて重要である（情報収集編）
滋賀県立総合病院　腫瘍内科／日本臨床腫瘍学会（JSMO）広報渉外委員会SNSワーキンググループ委員 後藤　知之

SY9-2 SNSを用いた効率的な最新情報収集と情報整理のコツ
東京慈恵会医科大学　乳腺・甲状腺・内分泌外科 伏見　　淳

SY9-3 論文のインプット・アウトプットを効率化する方法
国立がん研究センター中央病院　緩和医療科 石木　寛人

SY9-4 論文作成におけるAIの使用について
国際医療福祉大学医学部乳腺外科学教室／群馬大学医学部総合外科学 黒住　　献

SY9-5 「対話型乳がん疾患説明生成AI」を用いた診療効率化への取り組み
大阪国際がんセンター　乳腺・内分泌外科 松井　早紀

ポスター会場1 工学院大学 新宿キャンパス 1F アトリウム

ポスターディスカッション1　　PO1　　� 　15:40-16:10

予防
� 座長：小島　康幸（昭和医科大学）

PO1-1 日本人における乳癌罹患と腸内細菌の関連性：マッチドケースコントロール研究の結果
川崎医科大学／川崎医科大学総合医療センター 中村　有希

PO1-2 アプリを用いた鎌倉市乳がん検診ペーパーレス化の実証実験
湘南記念病院　乳がんセンター 土井　卓子

PO1-3 トランスジェンダー患者に対する乳がん検診受診勧奨のための指標検討
女性医療クリニックLUNA横浜元町 野澤　亜樹
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PO1-4 乳がん検診受診の障害となる諸因子の検討（全国アンケート調査結果）
東北公済病院　乳腺外科 佐藤　章子

PO1-5 高校生に対するプレコンセプションケアとブレストアウェアネスの啓発活動および行動変容調査
自治医科大学附属病院　乳腺科 福田　貴代

ポスターディスカッション2　　PO2　　� 　16:10-16:40

チーム医療　患者・家族・医療スタッフの満足度　看護師の役割
� 座長：大友　直樹（県立宮崎病院）

PO2-1 ペルツズマブ・トラスツズマブ配合皮下注製剤投与による時間毒性の軽減と患者満足度についての質問紙調査
大阪国際がんセンター　看護部 山中　宏美

PO2-2 フルベストラント注射により生じる注射部位反応の評価と、安全・確実な投与方法の検討
聖マリアンナ医科大学附属研究所　ブレスト＆イメージング先端医療センター附属クリニック 神藏　奈々

PO2-3 乳癌が患者の性生活に及ぼす影響と看護支援の検討：患者アンケートを通して
くまもと乳腺・胃腸外科病院 玉田　涼子

PO2-4 乳癌患者に対するAbemaciclib投与に薬剤師外来が及ぼす影響
神戸市立医療センター中央市民病院　乳腺外科 大山　友梨

PO2-5 HER2�enriched�type乳癌に対するトラスツズマブ・ペルツズマブ皮下注製剤導入後の在院時間や有害事象の検討
信州大学医学部外科学教室乳腺内分泌外科 清水　忠史

ポスターディスカッション3　　PO3　　� 　16:40-17:10

チーム医療（リンパ浮腫、支持療法）
� 座長：柏木伸一郎（大阪公立大学大学院　乳腺外科学）

PO3-1 上肢リンパ浮腫における熱感と腫脹の分布と影響因子に関する検討
東名厚木病院　看護部／日本静脈学会　弾性ストッキング・圧迫療法コンダクター養成委員会 牛山　浅美

PO3-2 乳癌術後2年以降に発症した上肢リンパ浮腫症例の検討～地域連携施設での検討～
香川乳腺クリニック 香川　直樹

PO3-3 当院におけるリンパ管静脈吻合術と複合的治療について
愛知県がんセンター　形成外科 藤岡　　麗

PO3-4 2種類の頭皮冷却装置の使用経験―患者の苦痛と脱毛率・看護実践―
慈泉会　相澤病院　がん集学治療センター看護科 笠井亜都子

PO3-5 当院における頭皮冷却装置（Paxman）導入後の状況
公立西知多総合病院　乳腺外科 伊東　悠子

ポスターディスカッション4　　PO4　　� 　17:10-17:40

チーム医療　医療連携
� 座長：澤木　正孝（国立病院機構　名古屋医療センター）

PO4-1 地方における乳癌診療の均てん化を目指した多職種・多施設医療連携の実践
日本赤十字社長崎原爆病院 松本　　恵

PO4-2 乳癌患者への障害年金申請の支援～年金申請可能な患者を漏れなく把握する仕組み作り
医療法人社団鼎会　三和病院　地域連携・医療福祉相談室 石橋　朋美
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PO4-3 授乳期乳がんおよび外科的介入が必要な乳腺炎の早期抽出を目指した助産師ネットワークの構築とその成果
町田駅前ブレストクリニック／東邦大学医療センター大森病院　乳腺内分泌外科 柴山　朋子

PO4-4 乳癌術後ホルモン治療における患者参加型医療連携サポートシステムアプリの使用感に関するアンケート調査
聖路加国際病院　薬剤部 高山　慎司

PO4-5 乳癌術後ホルモン療法処方目的の逆紹介がハイボリュームセンターの業務効率に与える影響
がん研有明病院　乳腺センター／帝京大学大学院　公衆衛生学研究科 玄　　安理

ポスター会場2 工学院大学 新宿キャンパス 1F アトリウム

ポスターディスカッション5　　PO5　　� 　15:40-16:10

インターベンション（生検）
� 座長：多田敬一郎（日本大学医学部外科学系乳腺内分泌外科学分野）

PO5-1 過小診断を回避するための乳房造影MRIを介入したステレオガイド下マンモトーム生検の適応基準の検討
市立四日市病院　医療技術部　中央放射線室 稲垣　由美

PO5-2 MRIガイド下生検を施行したBRCA1/2病的バリアント保持者の当院経験症例の検討
昭和医科大学病院 永田　　彩

PO5-3 当院におけるトモシンセシスガイド下吸引式組織生検の検討
慈泉会　相澤病院　乳腺甲状腺外科 村山　大輔

PO5-4 腋窩リンパ節腫大に対する針生検（VAB/CNB）の有用性
大阪市立総合医療センター 渡部　智加

PO5-5 乳腺石灰化病変に対する針生検と標本撮影の実臨床での有用性
和泉市立総合医療センター　乳腺外科 手塚　健志

ポスターディスカッション6　　PO6　　� 　16:10-16:40

遺伝性乳癌①
� 座長：菅沼　伸康（横浜市立大学附属病院　乳腺・甲状腺外科）

PO6-1 BRCA遺伝学的検査の現状と課題に関する考察
名古屋市立大学病院 浅野　倫子

PO6-2 当院におけるHBOC患者のサーベイランスの現状と取り組み
大阪ブレストクリニック　乳腺外科 榎本　敬恵

PO6-3 HBOC拾い上げにおける実際と改善点
自治医科大学附属病院　乳腺科／自治医科大学　消化器一般移植外科 原尾美智子

PO6-4 乳癌発症を契機にBRCA1/2遺伝子検査等を受検した患者に対する、乳癌診療と遺伝医療の当院での連携体制
がん研究会有明病院　臨床遺伝医療部 金子　景香

PO6-5 当院で手術を施行した原発性乳癌患者に対するBRCA1/2変異検査（遺伝学的検査）の現状―第2報―
おおえ乳腺クリニック 大江　信哉
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ポスターディスカッション7　　PO7　　� 　16:40-17:10

遺伝性乳癌②
� 座長：青儀健二郎（NHO四国がんセンター）

PO7-1 当院におけるgBRCA1/2病的バリアント保持者に対するリスク低減乳房切除術と乳房サーベイランスの比較検討
国立病院機構　北海道がんセンター　乳腺科 小金澤千夏

PO7-2 当院で実施したリスク低減乳房切除術・リスク低減卵管卵巣摘出術�64例の検討
名古屋大学医学部附属病院　乳腺・内分泌外科／豊橋市民病院　乳腺外科 畑佐　実咲

PO7-3 院内外のアンケート調査から考えるHBOC等の遺伝性乳癌を対象としたPGT-Mのニーズと情報提供に関する考察
がん研究会有明病院　臨床遺伝医療部 新川　裕美

PO7-4 当院におけるBRCA1/2遺伝学的検査における病的意義不明バリアント（VUS）への取組みと今後の課題
春日部市立医療センター 杉山　順子

PO7-5 BRCA病的バリアントが認められなかった乳癌症例におけるLi-Fraumeni症候群の潜在性に関する検討
公益財団法人星総合病院　遺伝カウンセリング科／公益財団法人星総合病院　がんの遺伝外来 勝部　暢介

ポスターディスカッション8　　PO8　　� 　17:10-17:40

遺伝性乳癌③
� 座長：中川　剛士（獨協医科大学病院）

PO8-1 BRCA遺伝子病的バリアントの位置と臨床的特徴の検討
松江市立病院　乳腺・内分泌外科／松江市立病院　ゲノム診療科 内田　尚孝

PO8-2 当院でのBRCA1/2病的バリアント保持乳癌既発症者の臨床病理学的背景の解析
北野病院　乳腺外科 吉本有希子

PO8-3 HER2陰性転移再発乳癌におけるgBRCA1/2病的バリアントの有無と臨床病理学的因子および転移再発治療の検討
国立病院機構九州がんセンター　乳腺科 秋吉清百合

PO8-4 BRCA病的バリアントを有するER陽性HER2陰性乳癌患者の周術期薬物療法の検討
東京都立病院機構　がん・感染症センター　都立駒込病院　外科（乳腺） 後藤　理紗

PO8-5 BRCA検査実施異時性乳癌183例の臨床病理学的所見・画像所見の検討
大阪ブレストクリニック　乳腺外科 井口　千景

ポスター会場3 工学院大学 新宿キャンパス 1F アトリウム

ポスターディスカッション9　　PO9　　� 　15:40-16:04

医療コミュニケーション・コロナ関連
� 座長：亀井桂太郎（日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院）

PO9-1 術前薬物療法施行患者に対する新規ePROシステムの有用性を評価する前向き観察研究
がん研究会有明病院　乳腺センター 青山　陽亮

PO9-2 がん化学療法中のePROアプリを用いた副作用管理の取り組みについて
JR東京総合病院 上田　重人

PO9-3 乳癌検診受診率の推移とCOVID-19パンデミックによる影響�:�JACSIS�studyより
京都府立医科大学附属病院　地域保健医療疫学 富田　仁美
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PO9-4 COVID-19が大分県の乳癌診療に及ぼした影響に関する観察研究
大分大学　医学部　呼吸器・乳腺外科学講座 工藤　栄華

ポスターディスカッション10　　PO10　　� 　16:04-16:34

AI
� 座長：鈴木　真彦（北村山公立病院）

PO10-1 Evaluation�of�cardiotoxicity�of�trastuzumab�in�breast�cancer�using�HFA-ICOS�score�based�on�CO-GPT
TheFirstAffiliatedHospitalofDalianMedicalUniversity Zhongjing�Ma

PO10-2 AIとグラフニューラルネットワークを応用したポリファーマシーの自動検出
湘南記念病院　乳がんセンター 井上　謙一

PO10-3 AIはFADの夢を見るのか�～マンモグラフィー CADためのdeep�learningを通して見えてきたこと
まゆ乳腺クリニック 高木　まゆ

PO10-4 ローカル大規模言語モデルによる術前サマリの自動生成
岐阜大学医学部附属病院乳腺外科 森　龍太郎

PO10-5 乳癌化学療法の病理学的完全奏効を予測する機械学習モデルのSHAPによる説明可能性
那覇西クリニック　外科 鎌田　義彦

ポスターディスカッション11　　PO11　　� 　16:34-17:10

症例報告
� 座長：野口英一郎（東京女子医科大学）

PO11-1 当院で施行した皮膚温存乳房切除術または乳頭乳輪温存乳房切除術における局所再発6例の検討
東京共済病院　乳腺外科 柳川　裕希

PO11-2 遊離真皮脂肪片移植による一期的乳房再建後に発生したChronic�Expanding�Hematomaの1例
医療法人南労会紀和病院 梅村　定司

PO11-3 腫瘍性潰瘍を形成した進行乳癌患者さんにマイクロ植皮術が有効であった1例
倉敷市立市民病院 川崎　伸弘

PO11-4 妊娠期乳癌4例に対する治療経験
近畿大学病院　外科 松崎　　栞

PO11-5 FGFR1遺伝子増幅乳癌に対するPazopanib療法が有効であった一例
九州大学病院　乳腺外科 落合百合菜

PO11-6 乳房インプラント関連未分化大細胞型リンパ腫（BIA-ALCL）と鑑別を要した豊胸術後慢性拡張性血腫の1例
藤田医科大学　医学部　乳腺外科学 喜島龍之介

ポスターディスカッション12　　PO12　　� 　17:10-17:40

働き方改革・教育
� 座長：原尾美智子（自治医科大学）

PO12-1 生成AIを活用した業務改善の試み～生成AIによる患者向け説明同意書作成～
石川県立中央病院乳腺内分泌外科 吉野　裕司

PO12-2 診療業務の効率化と教育を意識したデジタルオペレコの有用性
松山赤十字病院　乳腺外科 西山加那子
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PO12-3 医師・医療従事者の働き方改革を鑑みたNNC医療タスクスリム化Dx�Project
那覇西クリニック 玉城研太朗

PO12-4 WJOG�乳癌コンセンサス会議2024
東京科学大学病院　乳腺外科／西日本がん研究機構　乳腺若手グループ若手会　BRIGHT／

国立国際医療研究センター病院　乳腺・腫瘍内科 足立　未央

PO12-5 施設と地域を越えた、次世代を牽引する若手乳腺診療医の育成�～ KIRARIのこれまでとこれから～
兵庫県立がんセンタ－　乳腺外科 田根　香織

ポスター会場4 工学院大学 新宿キャンパス 1F アトリウム

ポスターディスカッション13　　PO13　　� 　15:40-16:10

検診①
� 座長：杉本　健樹（社会医療法人近森会　近森病院　乳腺センター／乳腺外科）

PO13-1 13年間の対策型トモシンセシス併用乳がん検診の成績
国立病院機構　高崎総合医療センター 鯉淵　幸生

PO13-2 マンモグラフィ単独検診の問題点、視触診マンモグラフィ併用検診の勧め
くにとみ外科胃腸科医院 岡﨑　憲二

PO13-3 乳房構成の通知がMMG検診実施に与える影響ついての検討
海老名総合病院健診センター　カラダテラス 岡本　隆英

PO13-4 乳房画像診断におけるPPV3の達成状況と課題
平鹿総合病院　乳腺外科 森下　　葵

PO13-5 Preliminary�outcomes�of�high-risk�breast�cancer�screening�using�MRI�and�MG
京都大学　大学院医学研究科　放射線医学講座（画像診断学・核医学）／ Lund大学　放射線診断科 大橋　　茜

ポスターディスカッション14　　PO14　　� 　16:10-16:40

検診②
� 座長：渡辺　隆紀（国立病院機構　仙台医療センター）

PO14-1 Electrical�Impedance�Tomographyを応用した乳癌ハイリスク患者に対する新規乳癌検診システムの開発
千葉大学　臓器制御外科学 山本　寛人

PO14-2 血清中短鎖RNA測定による乳癌の診断法確立に向けた研究
京都大学大学院医学研究科　乳腺外科学 山口　絢音

PO14-3 当院における検診精査の検討
富士宮市立病院 小倉　廣之

PO14-4 経過観察中に乳癌と診断された症例をふりかえって
高山赤十字病院　放射線科部 川邊　美穂

PO14-5 当院におけるLuminalタイプの治療と予後
国立病院機構　名古屋医療センター　乳腺科／国立病院機構　東名古屋病院　乳腺外科 森田　孝子
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ポスターディスカッション15　　PO15　　� 　16:40-17:10

病理診断①
� 座長：榎本　克久（日本大学医学部外科学系乳腺内分泌外科分野）

PO15-1 当院で経験した浸潤性小葉癌66例の検討
岡崎市民病院　乳腺外科 佐藤　直紀

PO15-2 乳腺の管状癌（tubular�carcinoma）12例の臨床病理学的検討
北九州市立医療センター　乳腺甲状腺外科 中本　充洋

PO15-3 演題取り下げ

PO15-4 当院における乳腺アポクリン癌63例の検討
旭川医科大学　呼吸器乳腺外科 吉野　流世

PO15-5 針生検でIgG4陽性形質細胞浸潤をともなう非腫瘍組織が採取されIgG4関連乳腺炎が疑われた乳腺腫瘤の4例
富山県立中央病院　外科 吉川　朱実

ポスターディスカッション16　　PO16　　� 　17:10-17:40

病理診断②
� 座長：北田　正博（旭川医科大学病院　乳腺疾患センター）

PO16-1 当院の生検検体と手術検体におけるHER2検査（ベンタナ4B5）のdiscordanceについての検討
大阪府済生会中津病院 藤岡　沙江

PO16-2 Semi-dry�dot-blot（SDB）法を応用した新規乳癌リンパ節転移診断キットの術前薬物療法症例への適応拡大
長崎大学病院　乳腺・内分泌外科／長崎大学病院　乳腺センター／長崎大学病院　地域医療支援センター 大坪　竜太

PO16-3 癌細胞を可視化できる新規蛍光診断薬（α-DMan試薬）の臨床応用を目指した乳腺断端診断能の解析
うえお乳腺外科 上尾　裕紀

PO16-4 非線形光学顕微鏡と機械学習を融合した葉状腫瘍の良悪の鑑別となる新たな因子の探索
愛媛大学医学部附属病院　乳腺センター 竹本　佳菜

PO16-5 穿刺吸引細胞診にセルブロック法を併用することで乳腺良性病変の診断を確定する
国立病院機構　名古屋医療センター　放射線科／国立病院機構　名古屋医療センター　乳腺外科 大岩　幹直

ポスター会場5 工学院大学 新宿キャンパス 1F アトリウム

ポスターディスカッション17　　PO17　　� 　15:40-16:16

TNBC①
� 座長：田辺　裕子（虎の門病院）

PO17-1 再発高リスクトリプルネガティブ乳癌に対する当院でのdose-dense療法とKEYNOTE-522レジメンの比較
市立奈良病院　乳腺センター 宮本　景子

PO17-2 当科でのTriple�Negative�早期乳癌へのKN-522レジメンの導入
産業医科大学　医学部　第１外科 井上　　譲

PO17-3 周術期トリプルネガティブ乳癌に対するペムブロリズマブの使用経験
聖マリアンナ医科大学　乳腺・内分泌外科 中野　万理
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PO17-4 トリプルネガティブ乳癌に対する術前化学療法の治療成績
独立行政法人　国立病院機構　九州がんセンター 伊地知秀樹

PO17-5 Efficacy�and�biomarker�analysis�of�neoadjuvant�pembrolizumab�plus�chemotherapy�for�early-stage�
HER-2�low�triple�negative�breast�cancer�in�Chinese�population:�A�prospective�experimental�study

ShandongCancerHospital Yong-Sheng�Wang

PO17-6 Updated�results�from�ASCENT-J02:�sacituzumab�govitecan�in�Japanese�patients�with�metastatic�
TNBC

KyotoUniversityHospital,Kyoto,Japan Nobuko�Kawaguchi-Sakita

ポスターディスカッション18　　PO18　　� 　16:16-16:46

TNBC②
� 座長：小林　　心（さいたま赤十字病院）

PO18-1 BRCA1/2遺伝子変異有無によるトリプルネガティブ早期乳癌のICI併用術前化学療法の有効性の検討
がん研究会有明病院　乳腺内科 西村　明子

PO18-2 KEYNOTE522レジメンの奏効率とRDIについて
神奈川県立がんセンター 合田　杏子

PO18-3 Triple�Negative乳癌に対する周術期Pembrolizumabにおける治療効果予測因子の検討
北里大学病院　乳腺・甲状腺外科 内藤可奈子

PO18-4 トリプルネガティブ乳癌に対する術前化学療法による腫瘍免疫誘導の検証
大阪公立大学大学院医学研究科　乳腺外科学 森崎　珠実

PO18-5 早期トリプルネガティブ乳癌におけるPembrolizumab併用化学療法の効果とがん免疫微小環境の関連
がん研究会有明病院　乳腺外科 山下　奈真

ポスターディスカッション19　　PO19　　� 　16:46-17:16

オンコプラスティックサージェリー①
� 座長：阿部　典恵（中頭病院　乳腺科）

PO19-1 シリコンブレストインプラント挿入後に放射線治療を行った症例の安全性や整容性
聖路加国際病院　乳腺外科／聖路加国際病院　形成外科 名倉　直美

PO19-2 再建術式、周術期化学療法、放射線治療が乳房再建後のアウトカムに及ぼす影響:単施設351例の後方視的研究
岡山大学院　呼吸器・乳腺内分泌外科学 中本　翔伍

PO19-3 抗悪性腫瘍薬内服下での一次二期乳房インプラント再建手術の周術期合併症に関する検討
聖路加国際病院　乳腺外科 川端明日香

PO19-4 インプラント乳房再建術後におけるリハビリテーション介入の意義
日産厚生会　玉川病院　リハビリテーション科 林　　達也

PO19-5 Aya世代乳癌患者への脂肪注入による乳房再建35例の経験
Lalaブレスト・リコンストラクション・クリニック横浜 武藤　真由

１
日
目
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ポスターディスカッション20　　PO20　　� 　17:16-17:52

オンコプラスティックサージェリー②
� 座長：小川　朋子（伊勢赤十字病院乳腺外科）

PO20-1 異時両側乳房全切除術症例における乳房再建の検討
愛知がんセンタ－　形成外科 奥村　誠子

PO20-2 当院で施行した大腿深動脈穿通枝皮弁（PAP�flap）による一次一期再建の検討
川崎医科大学附属病院　乳腺甲状腺外科 景山　千幸

PO20-3 OPBCS併用乳房温存術後の長期的な全乳房体積の変化～体積に影響を与える因子の検討～
三重県立総合医療センター 山下　雅子

PO20-4 ハンモック状に乳房外脂肪組織を移動させるvolume�replacementを主にした乳房部分切除後の乳房形成術
独立行政法人　国立病院機構京都医療センター／湘南記念病院　乳がんセンター 加藤　大典

PO20-5 乳腺外科医ができる下部領域乳癌の乳房再建ステップアップ
美杉会ブレストセンター男山病院　乳腺外科 松方　絢美

PO20-6 時短再建術:乳房部分切除後Rotation�Flap再建術の主観的・客観的評価
京都府立医科大学附属病院　内分泌・乳腺外科学 井口英理佳

１
日
目


